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生成AI活用によって持続可能な観光マーケティング
を目指した実証実験

2025年10日28日

熱海市役所 観光建設部長 立見修司

じゃらんリサーチセンター 研究員 松本百加里
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熱海エリアの特徴

• 熱海は、温泉と美しい海が楽しめる観光地。四季折々の自然が織りなす景観が魅力で、季節ご

との花火大会が開催や、新鮮な海の幸を味わえるグルメも豊富で、癒しと贅沢が一度に満喫で

きる温泉リゾート地。

熱海市役所

• 熱海市の観光資源の活用やプロモーション、イベントの企画運営を行う部署。地域経済の活性

化を目的に、国内外からの観光客誘致や観光関連事業者との連携を推進。

2024年度実績 日本人旅行者 インバウンド旅行者 合計

延べ宿泊客数 2,911,494 153,236 3,064,7316

延べ宿泊客数比率 94.9% 5.1%

総客室数 稼働率
平均収容

人数

収容可能人

数
年間稼働日数
（353日想定）

提供宿泊者数

平日 7,425 30% 2.32 5167.8 253 1,307,453

土日 7,425 80% 2.32 13780.8 120 1,653,696

熱海市の延べ宿泊客数の状況

国内旅行者は順調に推移しているのに対してインバウンド延べ宿泊客数は全体の約5％にとどまる。インバウンド旅行者の平日中心とした宿泊需

要を増加することにより消費額向上を目指していきたい。

※平日の稼働率30％から5％の宿泊者数アップで約20万人を増やすことが可能

熱海市の現状
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実証プロジェクト体制

×
熱海エリア

熱海市役所 観光建設部 次長 立見修司

観光経済課 課長 遠藤浩一

観光経済課 特命専門監 山﨑竜太郎

観光経済課 室長 高橋邦治

じゃらんリサーチセンター実証チーム

一般財団法人熱海市観光協会 事務局長 稲村誠

サイト・SNS運用担当 深田真弓

熱海温泉ホテル旅館協同組合 専務理事 加藤光良

×

じゃらんリサーチセンター

研究員 松本百加里

✓実証内容全体設計・本実証のプロマネ

じゃらんリサーチセンター

静岡県エリアプロデューサー 武藤玄弥

✓熱海市と連携してPDCA検証推進

連携

ブログウォッチャー

経営企画室 室長 曽根尚史

プロダクト企画 米田晃子

データサイエンティスト 前田竜二

✓データ活用設計・UIUX検討

アムゼン

AIエンジニア/データサイエンティスト

永川圭介

✓実証内容のAI活用と開発の実行推進

熱海観光案内所 所長 京増尚美

※熱海観光局

（DMO）も令

和6年7月12日

設立、立ち上げ

メンバーとも連携

して推進
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➢インバウンド宿泊者数・消費額が少なく、誘客実績データか

らニーズの分析・把握がしにくい。

➢インバウンド向けに地域の日本語情報をそのまま機械翻訳

してもインバウンド旅行者に響く内容になっていない。

➢ニーズに合わせた質の高い複数言語の多言語対応ができる

人材が不足している。

➢インバウンド関連データを掛け合わせながら戦略策定を行い、

インバウンド旅行者の延べ宿泊者数を増加させる。

➢地域の情報をインバウンド旅行者のニーズや旅ナカの課題に

合わせて情報を整備する。

➢品質を担保しながら、効率的に多言語対応できる体制を

構築する。

現状 ありたい姿

インバウンド旅行者のニーズを把握し、品質を担保しながら生産性高く多言語情報整備を進める

目的

※インバウンド対応で特に注力すべきことは、旅マエの広域旅程に入るきっかけづくり、旅ナカの周遊促進＆

満足度向上とし、これらを生産性高く行うことと設定

実証実験の目的設定
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実施団体に

おける課題

インバウンド旅行者の誘客実績が少

ないため、実績データから統合的に

分析がしにくい。特にインバウンド旅

行者のリアルな声を把握しにくい。

インバウンド旅行者が旅ナカで問い

合わせが多い情報を把握しきれて

いない。

日本語観光情報をそのまま多言語にしても

ニーズにマッチしにくく、機械翻訳では品質が不

十分。タッチポイントにあわせて情報整備でき

る人材や工数も不足している。

①AIインバウンドマーケティング ② AI分析支援 ③ AI多言語対応

課題解決の

方向性

熱海に関する記事・口コミデータ等と

掛け合わせて分析することで、差別

化ポイントやターゲット設定をする。

旅ナカのニーズ（主に観光案内所

での把握している情報）を継続的

に把握する。

品質高く多言語化し、タッチポイントにあわせ

た情報調整が効率的に実行する。

ユースケース

内容

AIインバウンドマーケティングツールを

活用して、マーケティング方針策定に

寄与する。

AIの分析支援で、受け入れ整備

すべき情報を可視化する。

AI多言語ツールで、自然で違和感がない多言

語表記にし、品質を磨き続けるサイクルをつく

る。タッチポイントにあわせて活用していく。

検証

項目

マーケティング方針策定に寄与できる

品質を担保できるか。

受け入れ整備すべき情報を継続

的に把握できるか。

多言語結果が自然で違和感がない表現にな

るか。多言語品質を磨き続けるサイクルはつく

れるか。タッチポイントにあわせて活用できるか。
品質

生産

性
分析工数は削減できるか。 分析工数は削減できるか。 翻訳工数は削減できるか。

業務全体像におけるユースケースの位置づけ
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業務全体像におけるユースケースの位置づけ

* QRコードは（株）デンソーウエーブの登録商標です。

業務全体像におけるユースケースの位置づけ
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業務全体像におけるユースケースの位置づけ

• 分析に活用できるオープンデータは？

• 熱海市に特化して分析に使えるデータは？

• 生成AIで特に強化して分析したいことは？

* QRコードは（株）デンソーウエーブの登録商標です。

AI活用の前に業務全体フローで検討したこと
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業務全体像におけるユースケースの位置づけ

• 分析に活用できるオープンデータは？

• 熱海市に特化して分析に使えるデータは？

• 生成AIで特に強化して分析したいことは？

• 観光案内所でどのようにデータをまとめているか？

• 集計はどのようにしているか？

• 集計結果は誰にどの形式でどの頻度で共有をしているか？

• 生成AIで特に寄与できることは？
* QRコードは（株）デンソーウエーブの登録商標です。

AI活用の前に業務全体フローで検討したこと
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業務全体像におけるユースケースの位置づけ

• 分析に活用できるオープンデータは？

• 熱海市に特化して分析に使えるデータは？

• 生成AIで特に強化して分析したいことは？

• 観光案内所でどのようにデータをまとめているか？

• 集計はどのようにしているか？

• 集計結果は誰にどの形式でどの頻度で共有をしているか？

• 生成AIで特に寄与できることは？
* QRコードは（株）デンソーウエーブの登録商標です。

• 日本語サイトはどんな情報をどの

頻度で更新しているか？そのうち

の外国人閲覧者は？

• SNSはどんな情報をどの頻度で

投稿しているか？ハッシュタグは

何をつけているか？

• 効果検証はどうしているか？

• 生成AIで特に寄与できることは？

AI活用の前に業務全体フローで検討したこと
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業務全体像におけるユースケースの位置づけ

• 分析に活用できるオープンデータは？

• 熱海市に特化して分析に使えるデータは？

• 生成AIで特に強化して分析したいことは？

• 観光案内所でどのようにデータをまとめているか？

• 集計はどのようにしているか？

• 集計結果は誰にどの形式でどの頻度で共有をしているか？

• 生成AIで特に寄与できることは？

全体の業務フローを可視化し、誰がどのデータをどのように分析して誰に共有しているか。

人が引き続きやるべきこと、AIにやってもらうことを仕分けする。

* QRコードは（株）デンソーウエーブの登録商標です。

• 日本語サイトはどんな情報をどの

頻度で更新しているか？そのうち

の外国人閲覧者は？

• SNSはどんな情報をどの頻度で

投稿しているか？ハッシュタグは

何をつけているか？

• 効果検証はどうしているか？

• 生成AIで特に寄与できることは？

AI活用の前に業務全体フローで検討したこと
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業務全体像におけるユースケースの位置づけ

AI活用の前に業務全体フローで検討したこと
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入力

■入出力結果

（ユースケース共通の仕組みを利用する団体は、団体別）

AIインバウンドマーケティングツール

AI

自地域の名前（例：静岡県・熱海市）

対象市場（例：台湾）

競合エリア（例：箱根）

を選択して分析を開始する

ChatGPT4o/o1、Perplexityを組み合わせて分析結果を提示するマーケティングツールを開発

活用した生成AIの概要・仕組｜インバウンドマーケティング分析
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出力結果１

■入出力結果

（ユースケース共通の仕組みを利用する団体は、団体別）

対象市場旅行者が熱海市に来訪するヒントとして、オープンデータや口コミ、掲載記事をベースに分析して結果を提示

～

熱海市に来訪する〇〇市場客特徴

熱海市の人気スポット（おでかけウォッチャー訪日版より）

熱海市の人気スポットの口コミデータ

JNTO訪日マーケティング戦略からターゲットのペルソナイメージ

現地の言語による代表的な検索結果

競合地域の特徴

〇〇市場が訪日旅行で活用するメディアの掲載記事

＜市場別の現状把握＞

〇〇市場来日特徴

AIインバウンドマーケティングツール

AI活用した生成AIの概要・仕組｜インバウンドマーケティング分析
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出力結果２

■入出力結果

（ユースケース共通の仕組みを利用する団体は、団体別）

対象市場における熱海の差別化ポイント、ターゲット像、キーメッセージ・キービジュアル案、施策案の結果を提示

～

競合比較

└競合比較のサマリ・熱海市の差別化ポイント

ターゲット別サマリ

└ターゲット別の訴求内容

取り組みアイデア

└コンテンツ造成案

└ツアー・モデルコース造成案

└情報整備・発信案

└受け入れ整備案

＜施策アイデア＞

熱海市インバウンド戦略

└キーメッセージ・キービジュアル・メインターゲット

AIインバウンドマーケティングツール

AI活用した生成AIの概要・仕組｜インバウンドマーケティング分析
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仕組のイメージ

■生成AI活用の仕組

（ユースケース共通の仕組みを利用する団体は、団体別）

AIインバウンドマーケティングツール

AI

対象市場の特徴把握

口コミデータから分析

来訪スポット分析

掲載記事から分析

活用した生成AIの概要・仕組｜インバウンドマーケティング分析



16

品質観点 生産性観点

➢ マーケティング方針策定に寄与できる品質を担保できるか。 ➢ 分析工数は削減できるか。

生成AIの分析結果にはハルシネーションが発生する可能性があり、対象地域以外の情報や季節イベントと異なる情報が含まれることもあった。

そこで、ChatGPT4oに加えて検索が得意なPerplexityを組み合わせて分析結果に出典元を提示し確認できるようにし、あいまいな情報は出さ

ないようにプロンプトで調整。施策アイデア出しでは、深く推論することが得意なを使うことでアウトプットの精度を磨き上げた。

AIインバウンドマーケティングツール

AI

インバウンドマーケティング方針策定に寄与
• AIツールの分析結果と、台湾人・香港人への定量調査の分析

結果（主に差別化ポイント、キーメッセージとキービジュアル）が

ほぼ同じ結果となる。

• 台湾・香港・アメリカ市場へ訪日プロモーションを実施している

専門家にヒヤリングし、納得度が高い分析結果という意見を多

数獲得。

• AIツールで22市場分を分析して一覧化し、他の定量データと組

み合わせて分析することで、全市場共通での訴求コンセプトの

特定や市場の優先順位を決めることにも寄与した。

マーケティング分析工数は約15分の1に削減
• 通常の分析業務では約207時間に対して、生成AIを活用した

分析業務は約14時間となり、約15分の1の削減となった。

• 多言語で書かれた記事やクチコミを収集し、日本語に翻訳・要

約することで、瞬時に内容を把握できることが判明。

• インバウンド市場は複数の市場を比較しながら、注力すべき市

場やターゲットを絞り込む必要があるため、市場ごとの分析結果

を横断的に比較し、優先順位を決定するプロセスの効率化にも

貢献することがわかった。

今後の磨き上げポイント

検証結果｜インバウンドマーケティング分析
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業務全体像におけるユースケースの位置づけ

AI活用の前に業務全体フローで検討したこと
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■入出力結果

（ユースケース共通の仕組みを利用する団体は、団体別）

AI分析支援

AI

質問内容（ユーザー入力が入力するプロンプト例）

あなたは熱海市のインバウンド担当者です。熱海市の観光

案内所に訪れた外国人の傾向を#にまとめています。どのよう

な国籍の人がどう推移していて、どんな問い合わせ目的地が

多いか、その他気づいた点や変化も含めてわかりやすくまとめ

てください。

#観光案内所のメモ（メモ文章れる）

#観光案内所市場別来客数（グラフいれる）

#観光案内所の問い合わせ内容データ（グラフいれる）

#観光案内所の目的別データ（グラフいれる）

回答結果

活用した生成AIの概要・仕組｜情報整備
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（ユースケース共通の仕組みを利用する団体は、団体別）

AI分析支援

AI

仕組のイメージ

■生成AI活用の仕組

2024年〇月分

観光案内所から関係者へ

問い合わせ内容報告のメール文

2024年〇月分

観光案内所から関係者へ

問い合わせ内容報告のメール文

2024年〇月分

観光案内所から関係者へ

問い合わせ内容報告のメール文

AI

市場別来場者数 問い合わせ内容 目的地

観光案内所での来場者の傾向や問い合わせが多い内容を

まとめて読み込ませる

生成AIがその情報を要約して、現状の傾向や変化について表示

（ChatGPT4oで分析）

活用した生成AIの概要・仕組｜情報整備



20

品質観点 生産性観点

➢ 受け入れ整備すべき情報を継続的に把握できるか。 ➢ 分析工数は削減できるか。

観光案内所のデータをスピーディに分析して傾向をまとめることはできたが、毎月のデータ連携をどこまで自動化して開示できるか活用ルールとフ

ローの整備をしていく。地域関係者にどこまで開示するかを決めて、ダッシュボードとのデータ連携予定。

AI分析支援

AI

旅ナカデータ分析工数は約4分の1に削減
• 通常の分析業務では約90分に対して、生成AIを活用した分析

業務は約20分となり、約4分の1の削減となった。

• プロンプトの指示を調整すれば聞きたい内容や最新の変化も瞬

時にアウトプットされて確認できることがわかった。

今後の磨き上げポイント

頻度高く現場情報を把握できる体制を構築
• 観光案内所で記録しているデータを集めて生成AIでその傾向を

分析。メールで送付される箇条書きの文章やエクセルの数値な

ど、フォーマットが異なるデータでも、プロンプトの指示に従って条

件に合わせた要約が可能。

• 観光案内所の対応している状況や来訪数値の変化など要約

した状態で頻度高く地域へ共有できる仕組みができるのは効

率的でありがたいという声もあがった。（これからダッシュボードに

装着予定）

検証結果｜情報整備
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業務全体像におけるユースケースの位置づけ

* QRコードは（株）デンソーウエーブの登録商標です。

AI活用の前に業務全体フローで検討したこと



22

入力（プロンプト例） 回答結果

■導入・検証時の入出力

AI多言語ツール

AI学習データと入出力結果｜多言語対応
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AI多言語ツール

AI

■Instagram投稿

今まで日本語文のみで投稿していたが、英文と繁体字文

とハッシュタグを生成AIでまとめて作成をして投稿

入力（プロンプト例）

活用した生成AIの概要・仕組｜多言語対応
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日本語戻しチェック

多言語項

目

日本語翻訳対象 プロンプト指示 ★多言語変換結果★ ★日本語戻し結果 誤訳ないか

（翻訳が原

文の意味を

正しく伝え

ているか）

流暢な文章

か（訳文が

自然で読み

やすいか）

矛盾はない

か（訳文に

一貫性があ

るか）

アメリカ市

場で文化表

現や文脈に

違和感ない

か

★WEBサイ

トに掲載す

る前提で、

人が記載し

ているよう

な文章に仕

上がってい

るか

誤訳ないか

（翻訳が原

文の意味を

正しく伝え

ているか）

流暢な文章

か（訳文が

自然で読み

やすいか）

矛盾はない

か（訳文に

一貫性があ

るか）

アメリカ市

場で文化表

現や文脈に

違和感ない

か

★WEBサイ

トに掲載す

る前提で、

人が記載し

ているよう

な文章に仕

上がってい

るか

花火大

会・注意

事項

熱海海上花火大会の楽しみ方！

四季を通じて開催している「熱海海上花火大会」の楽しみ方やポイントをご

紹介します。

熱海海上花火大会は、1952年（昭和27年）にはじまった歴史ある花火大会。

夏だけでなく、年間を通して10回以上も開催している熱海の名物イベントで

す。

熱海の花火の大きな特徴は２つ。

一つはフィナーレ「大空中ナイアガラ」、もう一つは「打上げ会場」です。

毎開催フィナーレを飾る「大空中ナイアガラ」は仕掛け花火ではなく、会場

全体から打上げるスターマイン。銀色の花火が夜空を埋め尽くし、真昼のよ

うに明るく輝きます。あまりの美しさに瞬きを忘れるほど･･･感動間違いなし

です。

また、会場である熱海湾は花火業者さんも絶賛する、日本一の花火打上会

場！

三面を山に囲まれた「すり鉢」状の地形のため、海で上げる花火の音が反響

し、大きなスタジアムのような音響効果があります。親水公園など、海の近

くでご覧いただくと、大きな単発や「大空中ナイアガラ」は、体にまで音が

伝わってきます。見るだけでなく、体感していただく花火です。

夜空に広がる花火や、水面に映る花火、そして、フィナーレを飾る「大空中

ナイアガラ」の美しさは、瞬きを忘れるほど。

雨天決行！大迫力の「熱海海上花火大会」をぜひ体感してください。

【2025（令和7）年　熱海海上花火大会開催日】予定（10/29発表）

春　2/21（金）・3/23（日）・4/20（日）・4/28（月）

あなたは熱海のインバウンドマーケティング担当者です。アメリカの

旅行者を熱海に誘客したり満足度をあげるように情報整備をしたいで

す。熱海で人気の花火大会の情報を#流れの順番でわかりやすくアメ

リカ人に説明するために、#翻訳対象をカジュアルなトーンで英語に

してください。また、英語の文章ができたら、それを日本語にも戻し

て記載してください。

#流れ

花火大会の特徴や魅力

2025年開催スケジュール

花火が見れる場所

帰りの駅が混雑することの注意事項（電車で帰るときの注意事項を強

調して具体的に記載して）

楽しみ方のコツ

熱海へのアクセス

#翻訳対象

How to Enjoy the Atami Seaside Fireworks Festival!

The Atami Seaside Fireworks Festival is one of Japan’s most iconic

fireworks displays, held throughout the year. Since its debut in 1952,

this event has been a must-see for visitors. The festival takes place

over 10 times a year, making it a highlight of Atami’s cultural

calendar.

________________________________________

Highlights of the Fireworks

1. The Grand Finale: "Sky Niagara Falls"

The finale is an extraordinary starmine display that lights up the entire

sky with shimmering silver fireworks. It’s breathtaking—so beautiful

that you might forget to blink!

2. Unique Venue: Atami Bay

Atami Bay’s natural "bowl" shape, surrounded by mountains, enhances

the acoustics, creating a stadium-like experience. The sound of the

fireworks echoes across the bay, letting you feel the vibrations of each

burst.

________________________________________

2025 Fireworks Schedule (Tentative as of October 29, 2024)

• Spring: February 21 (Fri), March 23 (Sun), April 20 (Sun), April 28

(Mon)

• Summer: July 25 (Fri), August 5 (Tue), August 8 (Fri), August 18

(Mon), August 25 (Mon)

• Autumn: September 15 (Mon, Holiday), October 13 (Mon, Holiday),

November 3 (Mon, Holiday)

• Winter: December 7 (Sun)

熱海海上花火大会の楽しみ方！

四季を通じて開催される「熱海海上花火大会」。1952年から続くこのイベント

は、年間10回以上開催され、熱海を代表する名物です。

花火の特徴

フィナーレ「大空中ナイアガラ」

会場全体から打ち上げられるスターマインが夜空を銀色に染め上げます。瞬きを

忘れるほどの感動体験です！

独特な会場：熱海湾

三方を山に囲まれた地形が音を反響させ、迫力満点の音響効果を生み出します。

見るだけでなく、振動を体感する花火です。

【2025年 開催スケジュール】（2024年10月29日時点の予定）

春: 2月21日（金）、3月23日（日）、4月20日（日）、4月28日（月）

夏: 7月25日（金）、8月5日（火）、8月8日（金）、8月18日（月）、8月25日

（月）

秋: 9月15日（月・祝）、10月13日（月・祝）、11月3日（月・祝）

冬: 12月7日（日）

時間: 20:20～20:40（7月・8月は20:15～20:40）

会場: 熱海湾（雨天決行）

おすすめ観覧スポット

ホテルや旅館

温泉と花火を満喫する贅沢なひとときを。

4、軽微な

誤訳がある

が、全体の

理解に影響

はない

4、ほぼ自

然だが、軽

微な不自然

さがある

5、矛盾が

全くない

5、違和感

が全くない

4、自然で

違和感なく

掲載可

5、全く誤訳

がない

5、非常に自

然で読みやす

い

5、矛盾が全

くない

5、違和感が

全くない

4、自然で違

和感なく掲載

可

多言語化 人手チェック AIダブルチェック

出力結果（エクセル一覧表）

■入出力結果

（ユースケース共通の仕組みを利用する団体は、団体別）

ChatGPT4oでローカライズ翻訳と新規文章作成を行ってGoogleスプレッドシートで一覧表にして管理

AI多言語ツール

AI

日本語文章 プロンプト指示 多言語結果 日本語戻し ネイティブチェック AIダブルチェック

活用した生成AIの概要・仕組｜多言語対応
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AI多言語ツール

AI

■ネイティブチェックによる多言語品質観点での5段階評価平均点

【英語】

多言語パターン

誤訳はないか 流暢な文章か 矛盾はないか

対象市場で文化表

現や文脈に違和感な

いか

WEBサイトに掲載する前提で、

人が記載しているような文章に

仕上がっているか
5全く誤訳がない 5非常に自然で読みやすい 5矛盾が全くない 5違和感が全くない 5ネイティブ並みで最適掲載可

4軽微な誤訳があるが、全体

の理解に影響はない

4ほぼ自然だが、軽微な不自

然さがある

4軽微な矛盾があるが、全体

には問題ない

4ほぼ問題ないが、軽い違和

感がある
4自然で違和感なく掲載可

3いくつか誤訳があるが、大き

な問題ではない
3一部不自然で、改善が必要

3いくつか矛盾があるが、理解

は可能

3一部違和感があるが、大き

な問題ではない
3問題なく掲載可能だが改善余地あり

2誤訳が多く、内容が部分的

に不明確
2かなり不自然で、読みにくい

2矛盾が多く、意味が分かりに

くい

2違和感が多く、不適切に感

じる部分がある
2不自然さが目立ち掲載には不向き

1誤訳が非常に多く、意図が

大きく損なわれている

1非常に不自然で意味が伝わ

りづらい

1一貫性がなく、内容が混乱

している

1大きく不適合で、違和感が

目立つ
1意味不明で掲載不可

機械翻訳システム

（n=12） 3.7 3.3 4.3 4.2 2.9
ChatGPT4oローカライズ

翻訳（n=16） 4.6 4.3 5.0 4.9 4.0
ChatGPT4o多言語文

章新規作成（n=9） 5.0 4.2 5.0 5.0 3.9

【繁体字】

多言語パターン
誤訳はないか 流暢な文章か 矛盾はないか

対象市場で文化表

現や文脈に違和感な

いか

WEBサイトに掲載する前提で、

人が記載しているような文章に

仕上がっているか
機械翻訳システム

（n=11） 4.3 3.9 4.1 4.1 3.0
ChatGPT4oローカライズ

翻訳（n=19） 4.8 4.8 4.8 4.7 4.4
ChatGPT4o多言語文

章新規作成（n=9） 5.0 5.0 5.0 5.0 4.0

活用した生成AIの概要・仕組｜多言語対応
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AI多言語ツール

AI

■ネイティブチェックとAIチェックの相関性

一致率・相関性の結果

ネイティブによる人手チェックとAIダブルチェックの一致率70～80%に達する。

＜評価軸別の「人手チェック vs. AIダブルチェック」相関係数＊＞

✓ 誤訳はないか：0.75～0.85 程度

✓ 流暢さ：0.65～0.80 程度

✓ 矛盾ないか： 0.70～0.80 程度

✓ 対象市場で文化表現や文脈に違和感ないか：0.40～0.70 程度

✓ WEBサイトに掲載する前提で、人が記載しているような文章に仕上がっているか：0.60～0.75 程度

＊相関係数の目安は、0.00～0.20＝ほぼ無相関、0.20～0.40＝やや弱い相関、0.40～0.60＝中程度の相関、0.60～0.80＝強い相関、0.80～1.00＝非常に強い相関

• 各項目の「誤訳がないか」「矛盾はないか」は人手チェック・AIダブルチェックともに高い一致率を示しやすい

• 「対象市場向けに違和感がないか」は人手チェックとAIダブルチェックで差が出やすく、相関もやや低め

• 「流暢さ」や「WEB掲載可」は文章全体の自然さに左右され、文体やトーンでズレが生じることがある

• AIダブルチェック評価を人手チェック評価に近づけるには、事前に対象市場向け文脈・目的・文体のトーンを明確に提示し、学習・フィード

バックを充実させる必要がある。固有名詞のリスト化も有効。

活用した生成AIの概要・仕組｜多言語対応



27

品質観点 生産性観点

➢ 多言語結果が自然で違和感がない表現になるか。

➢ 多言語品質を磨き続けるサイクルはつくれるか。

➢ タッチポイントにあわせて活用できるか。

➢ 翻訳工数は削減できるか。

人手によるチェックの負担を軽減しながら、AI主体で翻訳品質を向上させること仕組みを再構築していく。AIによるダブルチェックを人手チェック

のレベルに近づけていくために、文化や文脈に応じた前提条件の設定、トーンの明確な指示、固有名詞のリスト化などの工夫を引き続き行う。

AI多言語ツール

AI

翻訳工数は約12分の1に削減

• 通常の翻訳業務では約270分に対して、生成AI

を活用した分析業務は約22分となり、約12分の

1の削減となった。

• 旅ナカの最新動向に応じて必要な情報を即座に

多言語化できるため、観光案内所での問い合わ

せ対応の負担軽減にも寄与。

今後の磨き上げポイント

自然で違和感がない多言語品質レベルを証明

• WEBサイトへ掲載できるレベルの5段階評価で平均3.9以上を獲得。

AIチェックを組み合わせて磨き上げサイクルを構築

• AI生成の多言語文章に対して、ネイティブによる人手チェックとAIダブ

ルチェックの一致率は70～80%に達した。

WEBサイトやSNSにあわせた多言語表記が可能

• プロンプトを活用することで、WEBサイトやInstagramなど、各タッチポイントに

最適化した多言語文章の作成が可能となった。

検証結果（結果を踏まえた考察）｜多言語対応
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入力

■多言語ツールバージョンアップ

（ユースケース共通の仕組みを利用する団体は、団体別）

ChatGPT4oでローカライズ翻訳できるツールをバージョンアップ開発（事前に固有名詞など前提条件の設定やAIダブルチェックも可能）

AI多言語ツール

AI

前提条件を入力する

・インバウンド推進の目的

・入力者のミッション

・熱海のインバウンド戦略や目的

・誰にどう伝えたいか

・熱海の差別化ポイント など

文章のトーンを入力する

固有名詞の条件追加

多言語文章アウトプット

＋確認用日本語戻し文章

AIダブルチェック結果

修正反映指示

プロンプト指示

ローカライズ翻訳する日本語文章

翻訳言語指示

活用した生成AIの概要・仕組｜多言語対応
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仕組のイメージ

■生成AI活用の仕組

（ユースケース共通の仕組みを利用する団体は、団体別）

AI多言語ツール

AI

修正のループ
まわす

活用した生成AIの概要・仕組｜多言語対応
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AI多言語ツール ATAMI WEBサイト 観光案内所

AI

問い合わせ対応

QRコードリスト

ChatGPT4oでローカライズ翻訳/新規

文章作成

ローカライズ翻訳した多言語文章をWEBサイ

トに流しこみ。それぞれのWEBページをQRコー

ドにしてリストを作成

観光案内所で問い合わせ対応の際に、

QRコードリストを使って説明することで工数

削減に寄与

* QRコードは（株）デンソーウエーブの登録商標です。

AI多言語ツールから多言語情報活用フロー
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AI多言語ツールから多言語情報活用フロー

QRコードリストの形式は複数パータン用意し、テストしながら磨き上げを行う。
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AI多言語ツールから多言語情報活用フロー

接客時にはQRコードリストを活用しながら、説明したいテーマのページを開いて効率的に説明。

接客工数は約3割程度削減見込み。
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入力（プロンプト例）

前提条件１

目的２

要件３

１ ２

3

具体的な例や条件4

4

生成AIプロンプトの書き方のポイント
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データ形式を問わず対応できる
！

多様な条件を加味して柔軟にアウトプットできる

大量の情報を短時間で整理・要約できる

「なぜ？」を深掘りし、論理的に推論できる

！

！

！

持続可能なデータ活用モデルの構築をするため、スモールスタートしやすい！

生成AIで便利と感じたこと



35

AIを日常業務で活用した意識変化（n=5）

非常に変化した やや変化した どちらでもない あまり変化していない 全く変化していない

意識変化

100％

＜具体的に変化したこと＞

•情報収集の効率化が向上し、検索エンジンでは整理しにくかった情報

をAIが端的に回答してくれるため、調べ物の時間が圧縮された

•業務の効率化が図れ、作業時間の短縮に貢献している。AIの活用が

有効であり、今後さらに積極的に使っていきたいと考えている

•戦略を練る際の良い壁打ち相手となり、考えを整理しやすくなった

•うろ覚えの知識について聞くことで、知識の理解を深めることができた

•文書作成や添削に活用し、多角的な視点が得られることで考えの幅

が広がった
80％

20％

熱海市関係者へ生成AI活用に関するアンケート結果
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国

内

イ

ン

バ

ウ

ン

ド

＜観光協会＞

あたみニュース

（WEBサイト/

毎日情報更新）

＜観光協会・DMO＞

多言語WEBサイト

写真ライブラリー

＜観光協会＞

Instagram 

atami_kankou

＜観光協会＞

多言語

ハッシュタグ追加

ネット（旅マエ・旅ナカ） リアル（旅ナカ）

生産性向上

連動

多言語対応

＜宿泊施設＞

パンフレット

＋QRコード

〈市役所・DMO〉

・熱海市への宿泊数/来訪数の推移・消費額

・観光案内所の来訪者情報/問い合わせ項目

・プロモーション進捗と効果

などKGIKPI関連指標を取りまとめたダッシュボード

連動

旅行者が求めている

旅行情報の整理と示唆だし
旅行者が求めている

生の情報提供

〈AIインバウンドマーケティングツール〉

・熱海市への来訪理由

・インバウンド旅行者ターゲット像

・キーメッセージとキービジュアル

〈AI多言語ツール〉

・多言語変換

・多言語品質チェック

AI 分析支援

AIChat

AI

AI

リーチアップ

＜観光案内所＞

パンフレット

＋QRコード

生成AIを活用したインバウンド情報発信の循環全体像（目指す姿）
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今期の実証実験で取り組んでいること

熱海AIコンディションボード

VisitAtami インバウンドWEBサイト

AIがデータ分析結果を要約
変化傾向から気づき・アイデア出し・
実施すべきことを自発的にアラート発信

多言語対応の
日本語文章入力

多言語文章アウトプット

戦略に基づく
前提情報入力

アラート施策にそって追加情報を掲載

AI多言語ツール
AI

・口コミで注目されている情報
・観光案内所で問い合わせが多い情報
・商談会で求められる情報
・写真ライブラリー 等

AI

AI KGI・KPI指標に関する分析支援（AIアプリケーション）

AI プッシュ型のお知らせ（AIエージェント）

＜１＞
分析基盤構築

＜３＞
施策検討・
意思決定

＜４＞
施策実施

＜５＞
施策の効果測
定・振り返り

＜２＞
データ分析と
インサイト抽出



38

0→1 新しいアイデア・コンテンツ生成（企画・コピー・画像など）

1→10 具体的な文章・提案の肉付け（SNS投稿、案内文、販促資料）

10→10+ 精査・分析（口コミ分類、販売データ分析）

10→1 要約・抽出（レビューやレポートの要点整理）

10→X 翻訳・プログラム系（多言語対応、チャットボット）

熱海AI基礎勉強会：生成AIが得意な5つのパターン
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活用シーン 活用内容 該当パターン

企画・アイデア出し 新しいイベントやキャンペーン、商品企画をAIが提案 【0→1】

販促・広報 チラシ、SNS投稿、キャンペーン文案を自動生成 【1→10】

デザイン・ビジュアル作成 POPやポスター、商品イメージ、館内イラストを生成 【0→1】

顧客アンケート・口コミ整理 長いレビューを要約し、強み・改善点を抽出 【10→1】

データ分析・予測 売上や来訪者数を分析し、在庫やシフトを最適化 【10→10+】

業務文書作成 マニュアル、業務報告、研修教材を効率的に作成 【1→10】

会議・日報支援 会議メモや日報を要点化し、行動項目に整理 【10→1】

情報収集・リサーチ 他地域の成功事例やトレンドを調べて要約
【0→1】

【10→1】

多言語対応 案内文、商品説明、契約書などを多言語に翻訳 【10→X】

接客サポート よくある質問（営業時間・場所・サービス内容など）の回答を下書き生成
【1→10】

【10→X】

熱海AI基礎勉強会：シーン別AI活用案（観光事業者向け）



40

熱海AI基礎勉強会：実践例

➢ SNS投稿文作成

➢ ビジュアル生成

➢ 口コミ分析

➢ 数値分析

➢ 困ったときの相談
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Instagram投稿文生成
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Instagram投稿文生成
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POP作成
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POP作成
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口コミレビュー分析
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口コミレビュー分析
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POSデータ分析
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POSデータ分析
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プロンプト作成が大変ならまず聞いてみよう！
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ハルシネーションをおこしにくいプロンプト例
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ご清聴ありがとうございました！

【ご注意：本資料の転載・複製での利用について】

■本資料は、株式会社リクルート（じゃらんリサーチセンター）の著作物であり、著作権法に基づき保護されています。

■本資料の全文または一部を転載・複製する際は著作権者の許諾が必要です。

事前に当社までご連絡ください。使用用途によって転載・複製をご遠慮頂く場合もございます、予めご了承ください。

※問い合わせ先

[メディア・報道機関の皆様]株式会社リクルート 広報担当 https://www.recruit.co.jp/support/form/

[その他企業・自治体･一般の皆様]じゃらんリサーチセンター事務局 E-mail：jalan_rc@r.recruit.co.jp

■本資料は当社が信頼できると判断した各種データに基づき作成されておりますが、

その正確性、確実性を保証するものではありません。本資料を利用する場合にはお客様の判断で利用してください。

また、資料に記載された内容は予告なしに変更されることもあります。
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